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は日本の憂所だ、いや東洋艇清の中橿だビ大層な鼻

息であるが、なんだかあはたゞしい落付かぬごころ

でもある°損徳の算盤玉も大事であるが、人間の魂

の修養も棄て置けぬは、理屈ぬきの理屈である°坊

さんのお念佛も有難い、牧師さんのお説敢も結構で

あるが．懐癒堂の門をくゞつて畜理経賢博の講義を

聴く味は、まだ格別である0浩然の氣は自ら養はれ

大丈夫の魂は自ら磨かれる0新知識を獲て見聞を廣

めるこごも出来るなざ、手前味噌はならべすマJも、

會員諸君は千萬御承知のこマJであらうが、世間に所

謂御宜博が願ひだひものだ。西村永田松山三先生の

時代を種まき培ふ創述の時代だこすれば、小倉財禅

吉田三先生の時代は、花を疾かせ賓を結ばすべき次

の時代だごいへる。あだかもよし、此の時代の辟ヵ頭

に辱くも侍従の御差遣を秤し奉る。此の懐徳堂を護

りたてA、意義あらしめ光輝あらしめることは．我

の々義務でもあb誇りでもあり、湮恩の萬分の一に

報い奉る所以でもある。この上こも會員諸君の御援

助を希望する。
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